
静岡南高校への移転に向けた動き

事務局

　2 月 7 日の静岡新聞朝刊 1 面に「県の自然

史系博物館構想　調査研究、教育を重視」と

いう記事が掲載されました。この記事によれ

ば、県は自然史系博物館について「県自然学

習資料センター」を調査研究や展示・情報発

信、教育の各機能も重視した施設とする方針

を固め、平成 25 年度に本格的な移転整備事

業に着手し、25 年度当初予算に約 3 億円を計

上して設計と工事に入り、平成 26 年度中に

オープンを目指す、というものでした。また、

センターに多様な機能を持たせる際に課題と

なる運営体制は今後、早急に検討していくこ

とも触れられていました。 

　今年度、すなわち平成 24 年度は、県予算

に自然学習資料センターの静岡南高校の校

舎への移転にかかわる施設の設計予算が盛

り込まれ、これまでに県企画広報部政策企

画局企画課では、当 NPO と静岡南高校の校

舎の視察も含め何度となく打ち合わせを行っ

てきました。その一方、県企画課では教育

委員会やくらし・環境部、文化・観光部な

ど庁内の各部の委員からなるワーキンググ

ループ（自然系博物館機能検討委員会）を

設置してさまざまな協議を行い、県主計部

との予算折衝、校舎を他の施設に変更する

ことによって生じる多々の問題解決などに

取り組んでこられました。

　静岡南高校校舎への移転については、こ

れまで収集保管を行ってきた自然史資料が

増加し保管や管理スペースが狭くなり、適

切な資料の収集保管環境を確保することで

したが、県企画課ではこれを契機に自然学

習資料センターに、これまでの散逸の危惧

のある標本収集だけでなく、収集・保管、調

査研究、展示・情報発信、普及・教育とい

う博物館の機能を持たすことを整備内容に

盛り込みました。この改修整備に向けて、県

企画課では今年度当初から当 NPO と意見交

換を行ってきました。
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　昨年末（12 月 25 日）に行った意見交換会

では、新たにできる活動拠点は博物館類似

施設として県直営にする、すなわち指定管

理者制度などで運営を委託しないことを明

言されました。また、当 NPO からは新拠点

についての基本構想委員会の設置や運営体

制の概要を明らかにすることを要求しまし

たが、これを受けて県企画課では今年から

自然系博物館機能検討委員会での勉強会の

実施や外部委員からなる整備方針を策定す

る整備検討委員会が設置されることになり

ました。

　平成 25 年 1 月 15 日に自然史博物館とそ

の展示について当 NPO の理事でもある柴　

正博氏が、2 月 18 日には博物館の教育活動

について国立科学博物館の小川義和氏によ

る講演が行われました。また、整備検討委

員会は 1 月末に設立され、3 月末までの間に

整備方針を策定することになりました。こ

の委員会では整備方針と博物館機能につい

ての活動計画、施設の配置計画、運営計画

等が具体的に検討されています。この委員会

は、委員長を含め7名の委員から構成され、

当 NPO からは柴　正博氏と三宅　隆氏が委

員として出席しています。

　県企画課では、今年度末に出される整備

検討委員会の整備方針に従い、来年度初頭

から自然学習資料センターの移設にともな

う施設設計を発注し、秋には工事の発注を

行い、再来年度（平成 26 年度）の前半に資

料等の移転を完了して、新たな拠点施設を

開所する予定です。平成 25 年度予算に計上

された約 3 億円はその設計・改修工事の 25

年度分に当たります。

　整備委員会では、私たちがこれまで提案

してきた自然史博物館についての組織や機

能、設備の一部が具体化される見込みです。

おそらく、その結果については 4 月の当 NPO

の総会で、みなさんに報告できると思います。
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日時：平成 25 年 4 月 21 日（日） 午後 2 時より 4 時まで

会　　場：静岡県自然学習資料センター １階  会議室　

　　　　　静岡市清水区辻 4 丁目 4-17　電話 054-367-2111

　　会場は JR 清水駅から徒歩 15 分、または静鉄バスで 3 分、清水駅前（5 番のりば）より山原

　梅蔭寺線（12:45, 12:51）か梅ヶ谷市立病院線（12:11, 12:51）で辻 4 丁目下車。

　※駐車場もありますので、車での来場もできます。

13 時 30 分　受付開始

14 時 00 分　総会記念講演「県立自然史博物館に期待すること」

　　　　　　講演者　高桑正敏先生　

  シルク博物館館長、元生命の星・地球博物館学芸員

15 時 00 分　総会議事

　　　　　　2012 年度事業報告・決算

　　　　　　2013 年度事業方針・予算

16 時 00 分　終了　（終了後に資料センターの見学）

　

　NPO 自然博ネットの総会は正会員の過半数をもって成立しますので、多くの正会員の出席

が必要になります。正会員の方で欠席される方は、必ず委任状をご提出ください。委任状は

同封のはがき（切手をはって）、または E-Mail でお願います。また、サポート会員は議決権がありま

せんが、講演会や総会に参加できます。講演会の参加も含めて出欠については同封のはがき（切手

をはって）、またはファックス、E-Mail で事務局までご連絡ください。　

第 12回　NPO　自然博ネット総会　
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表紙および裏表紙の写真

　表紙の写真は、攻撃姿勢を見せるシマヘビ。裏表紙の写真は、山手の農道にある水抜き穴から

顔を出したアオダイショウ。両写真ともに静岡市内で、伴野正志氏が撮影。
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